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「名古屋が生んだヴァイオリン王」
～鈴木政吉の生涯～
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鈴木政吉（1859-
1944）１９２０撮影
会社資料

鈴木ヴァイオリン創設者。

尾張藩の下級武士の息子。

名古屋の東門前町で三味線
屋を営む。

1887（明治20）年、生まれて
初めてヴァイオリンを目にし、

見よう見まねで第1号を完成

させ、以後、ヴァイオリン製造
へと身を転じる



1900年パリ万国博覧会



弦楽器製作部門褒状入賞者



1900年パリ万博賞状



鈴木政吉作第1号ヴァイオリン（１８８７－８８）
見よう見まねで製作したヴァイオリンもどき 会社資料



名古屋停車場





『第三回内国勧業博覧会御幸之図』（１８９０年）
政吉は初出品ながらヴァイオリン最高位受賞



1893年シカゴ・コロン
ブス万博
弦楽器の部受賞
会社資料

「すぐれた音質およびすぐ
れた技術と仕上がり」が

評価される。

1890年以降、国内外の多
くの博覧会で受賞。



1910年 日英博覧会賞状



鈴木ヴァイオリン工場内部（撮影年不明、会社資料）
早くから大量生産を始め、機械化を進めた



鈴木政吉著『ヴヮイオリン独習書』
閲者：恒川鐐之介 １９０２（明治35）年



１８．〈愉快なる家〉（ホーム・スイート・ホーム）



彭城貞徳画「和洋合奏之図」
明治39（1906）年頃



中尾都山編『筝曲 千鳥の曲』（吉沢検校作曲）
ヴァイオリン音譜 １９０６（明治３９）年



中尾都山編『千鳥の曲』



鏑木清方《秋の宵》 （1903）



政吉に宛てたハイフェッツのポートレート
右は写真部拡大（１９２３）



政吉とジンバリスト（1922年名古屋）



鈴木鎮一



ベルリン高等音楽学校教授
カール・クリングラー １９２１から鈴木鎮一が師事



アインシュタインから政吉に宛てた礼状（１９２６）



マイレッカーによ
る推薦書（1927
年ウィーンにて）
会社資料

フランツ.マイレッカー
（1879-1950）はウィーンフィ
ルのコンサートマスター。

「この新しい楽器の音質に思
いがけず驚いたことを喜んで
お伝えします。

このヴァイオリンの音は、よ
り長く弾くことでさらに良く
洗練されたものになるだろう
と思います」



政吉1929年製手工ヴァイオリン
（松浦正義氏寄贈 愛知県立芸術大学所蔵）



政吉1929年製手工ヴァイオリン
裏面



牧野 葵(まきのあおい)
3歳よりスズキメソードにてヴァイオリンを始める。
2007年スズキテンチルドレンに選ばれ国内各地で演奏。
第65回全日本学生音楽コンクール名古屋大会高校の部第1位。
第21,22回日本クラシック音楽コンクール全国大会第5位。
第2回刈谷国際音楽コンクール優秀賞及び審査員特別賞受賞。
第3回宗次ホール弦楽四重奏コンクール第3位。
愛知県立芸術大学第47回定期演奏会出演。
平成27年度優秀学生賞、平成28年度中村桃子賞受賞。
京都・国際学生フェスティバル2016に参加。
2015年度山田貞夫音楽財団奨学生。
2016年度公益財団法人青山財団奨学生。
これまでにヴァイオリンを、深谷美穂子、福本泰之、桐山建志の各氏に
師事。
愛知淑徳中学・高等学校を経て、愛知県立芸術大学音楽学部4年在学中。
今春から同大学大学院音楽研究科前期博士課程音楽専攻弦楽器領域に進
学予定。

本日の演奏者


